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①本校の学習者用端末について
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本校のICT環境について（GIGAスクール構想導入端末）

導入された学習者用端末一式について

品名 型番 メーカー

iPad（第8世代） MYLA2J/A Apple社

Appleペンシル（第1世代） MK0C2JA Apple社

Lightning KANA-JIS Keyboard KB-LT-KANA-JIS Links INTERMATIONAL

Apple Pencil収納ポケット付きケース PDA-IPAD1614BK SANWA SUPPLY社

強化ガラスフィルム LCD-IPAD102G SANWA SUPPLY社
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①県の内外を問わず多くの教育機関での導入実績があること
②本校所有のiPadがあり、授業等での使用実績があること
③附属小学校でもiPadの使用実績があり、小中連携を考えたときにもその接
続がスムーズであること

iPad端末導入理由



②本校のICTを活用した学びについて
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これまでの本校のICTを活用した取り組みの様子（R2）

令和2年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校の様子

プリント
課題学習

オンライン授
業(非同期型)

教育のDX

臨時休業 分散登校 通常登校

YouTube動画配信1日3教科 計173本(4月27日～5月22日）

本校HP上で課題配布 計43回 (4月14日～4月24日）

ビデオ会議システムを活用した職員会議，全校集会，学年集会,行事中継等（5月6日以降使用）

G Suite for Education契約（6月23日以降使用）

入試説明会、オープンスクール等
ロイロノート・スクール契約
（12月1日以降使用）



これまでの本校のICTを活用した取り組みの様子（R3）

令和3年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校の様子

GIGAスクー
ル構想

オンライン授
業(同期型)

研究

教育のDX
（R2の取
り組みは
継続）

通常登校
分散
登校

臨時
休業

学習者用端末（第1次）納品（4月1日～）

グループチャットの運用開始（Microsoft Teams）（4月1日以降）

生活ノートの電子化（11月9日以降）

通常登校

学習者用端末（第2次）納品（10月1日～）

ビデオ会議システムを
利活用した双方向型授業
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事前研究会（動画配信等） 中等教育研究会（動画配信等） スキルアップ講座（本日）

臨時
休業



③ICTを活用した実践について
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③-1 オンライン授業の実施計画
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オンライン授業（同期型）の実施に向けて

令和3年8月 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

学校の様子
夏休み
明け初日

登校
2日目

臨時休業
分散登校
1日目

分散登校
2日目

休日 休日
双方向オ
ンライン
授業開始

山梨県の動き

情報部会で
行ったこと

山梨県知事からの臨時特別協力要請（9月12日まで）

緊急の職員打ち合わせ
家庭への端末調査
アンケート作成
端末がない家庭への対応

ZOOMと
Google 
Meet両方の
接続確認

端末貸与の準備

端末アンケートの実施と回答状況確認 オンライ
ン授業開
始
（9月10
日まで）

・職員への共通の確認事項資料作成
・時間割の原案作成
・授業場所やZOOMアカウントの所有状況確認
・トラブルシューティング作成
・動画の再視聴の流れ原案作成
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オンライン授業
配信準備



ビデオカメラ
タブレットなど

デジタル教科書

ビデオ会議システム

附属中学校では、様々なツールを用いて
生徒のみなさんの学びをより良いものに
するために授業を行います。

オンラインで学校と家庭を
つなぎ学びを進めます

11

本校のオンライン授業（同期型）の全体像
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オンライン授業実施に向けて事前アンケートの実施（保護者）

各家庭で利用可能な端末の

状況を把握するアンケート

を行った（2，3年生対象）

※1年生はGIGA端末配備済



生徒への端末の貸与について
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本校所有のChromebook40台およびWebカメラを生徒へ貸与

指導内容

①誓約書の配布

②端末使用上の注意

③ZOOMへのログイン方法の確認

※各学年の情報担当が指導を行った



生徒への事前指導について
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分散登校時に生徒へ

資料を配付しながら、

1日の流れについての

話をした



③-2 オンライン授業の実施
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朝の会（8:30～8:50）

1校時（9:00～9:45）

2校時（10:00～10:45）

3校時（11:00～11:45）

4校時（12:00～12:45）

昼食・授業準備（12:50～13:50）

5校時（14:00～14:45）

帰りの会（14:50～15:10） 16

オンライン授業 時程表

文部科学省より出され
ているＧＩＧＡスクー
ル構想の下で整備され
た１人１台端末の積極
的な利活用等について
（通知）別添資料2の内
容を参考にして本校独
自の時間割を設定した



配信の際の様子①
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特別教室と普通教室を会場として、教員が授業の配信を行った。



授業配信の際の様子②（ZOOM）

18各教科で工夫を凝らしたオンライン授業を行いました



③-3 オンライン授業の成果と課題
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オンライン授業の事後アンケートを実施（全生徒対象）

・日時：10月11日（月）～10月13日（水）の3日間
・対象：附属中学校全校生徒（432名）
・方法：Google社が提供するアンケート作成・管理ソフトウ

ェアである Google フォームを用いた

「臨時休校中のビデオ会議を利活用したオンライン授業の取り
組みおよびオンライン授業全般についてのアンケート」を実施
した。



①休校中の同時双方向型の授業は学びを保障する上で生徒のニーズが高い

→今後も同様の事態に陥ったときに学校としても答えていく必要がある

②健康面で困ったことがなかったと回答した生徒の割合が多かった

→文部科学省のガイドラインに則った時間割編成を考えたため、無理のないも

のであったと考えられる

③授業の質は、対面の時と大きく違いが無いと回答した生徒の割合が多かった

→教職員の努力が評価された
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オンライン授業アンケートの総括（成果）



①どこまで学習保障をするのか？

→普段の学校を欠席したときとオンライン授業を欠席したときの対応について

の整合性の難しさ（今回は再視聴の申請者のみに対応）

②生徒の健康面への影響

→適宜休憩や目の運動をするなど配慮をして授業を行ったが、特に「目」の疲

労を感じた生徒は多かった。

③生徒の心の面のケア

→機材トラブルなどの面や友達に会えないといった面でストレスを感じている

様子が明らかとなった
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オンライン授業アンケートの総括（課題）



①アフターコロナの学びの形態として、多くの生徒が毎

日登校して全員が対面の形式で学ぶ形を求めている

②多くの生徒がオンライン授業でも2～6時間共に過ごす

と、同じ学校やクラスにいる感覚が得られることが明ら

かとなった

③臨時休校中も多くの生徒は学校の勉強以外の活動にも

積極的に取り組んでいた 23

オンライン授業アンケートの総括（その他）



①生徒の学びの保障（対面とオンライン）の望ましいあり方に

ついて考える

→一人一台端末が導入され、欠席生徒へのノート資料の配付等

がこれまでよりも容易になった。また、家庭での学習にも生か

せるような授業支援について考える。

②非常変災時における望ましい学びの方法の更なる検討

→生徒自身が学びの形態を自由に選択できるように、個別最適

な学びのあるべき姿について考える
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オンライン授業アンケートの総括（今後の展望）



ご清聴ありがとうございました
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